
<
同
志
社
田
辺
校
地
と
そ
の
周
辺
の
跡
⑧
>

車
窓
か
ら
見
上
げ
る
川
1
田
辺
の
天
井
川
1

天
井
川

「
天
井
L
 
も
「
川
」
も
子
供
で
も
知
っ
て
ぃ
る
単

語
だ
が
、
そ
の
二
っ
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
「
天
井

川
L
 
と
な
る
と
、
い
さ
さ
か
説
明
を
要
す
る
言
葉

に
な
っ
て
し
ま
う
。

地
理
学
の
辞
典
で
調
べ
る
と
、
河
床
面
が
周
囲

の
平
野
面
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
川
で
あ
り
、
「
扇

状
地
の
河
川
や
崩
壊
し
や
す
ぃ
岩
石
か
ら
な
る
山

地
か
ら
流
出
し
て
く
る
河
川
を
も
つ
平
野
で
、
土

地
利
用
に
伴
い
築
堤
が
進
む
に
つ
れ
出
現
し
て
き

た
も
の
で
、
堤
防
で
河
道
を
固
定
す
れ
ぱ
す
る
ほ

ど
、
河
床
内
の
堆
積
が
す
す
ん
で
、
河
道
が
上
昇

し
、
平
野
と
の
比
一
局
差
が
大
き
く
な
る
し
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。

田
辺
校
地
の
周
辺
に
も
、
防
賀
川
、
天
津
神
川
、

普
賢
寺
川
な
ど
の
天
井
川
が
あ
り
、
私
た
ち
は
、

つ
も
、
そ
の
下
を
無
意
識
に
通
っ
て
ぃ
る
。
道

い路
や
線
路
の
上
を
横
断
し
て
ぃ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
用
水
路
の
よ
う
に
見
え
る
天
井
川
は
、
じ
つ
は

自
然
と
人
間
と
の
長
い
闘
い
の
痕
跡
で
あ
る
。
そ

の
闘
い
が
い
つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
か
は
、
天
井
川

が
い
つ
ご
ろ
形
成
さ
れ
た
か
と
い
う
問
い
に
置
き

か
え
ら
れ
る
。

誠
一

田

の
際
に
、
露
出
し
た
断
面
の
観
察
や
遺
物
の
採

集
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
に
ょ
る
と
、
現

在
の
水
田
面
よ
り
約
五
0
セ
ン
チ
上
部
で
、
近
世

前
期
の
川
床
と
考
え
ら
れ
る
粘
土
層
が
見
ら
れ
、

堤
防
の
盛
士
の
な
か
に
は
一
九
世
紀
の
遺
物
が
含

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
旧
流
路
の
位
置
か

ら
、
鎌
倉
時
代
に
は
防
賀
川
の
流
路
が
一
定
し
て

い
な
か
っ
た
と
も
み
ら
れ
て
い
る
0
 
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
防
賀
川
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
、
次
第
に
天
井
川
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て

る
。
(
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
『
惣
村
か
ら

い近
世
の
農
村
ヘ
1
綴
喜
郡
東
村
の
歴
史
1
」
一
九

九
0
年
)

地
理
学
で
は
、
天
井
川
の
形
成
と
連
動
す
る
も

の
と
し
て
、
田
辺
町
浜
新
田
集
落
の
成
り
立
ち
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
浜
新
田
集
落
の
屋
敷
地
は
、

周
囲
の
水
田
よ
り
約
三
.
五
メ
ー
ト
ル
も
高
く
、

水
田
に
浮
か
ぶ
孤
島
の
よ
う
に
点
在
す
る
。
こ
れ

は
木
津
川
左
岸
の
堤
に
近
く
、
両
側
を
防
賀
川
と

天
津
神
川
に
ょ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
地
形

を
克
服
す
る
た
め
、
盛
土
に
ょ
っ
て
屋
敷
地
を
す

こ
し
ず
っ
高
め
て
い
っ
た
こ
と
に
ょ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
浜
新
田
集
落
の
盛
土
に
つ
い
て
は
、
士
層

形
成
の
時
期

こ
れ
ま
で
南
山
城
地
方
の
天
井
川
が
条
里
制
の

地
割
に
の
り
、
古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
と
い
う

通
説
が
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、
防
賀
川
改
修
工
事

門



サ
ン
プ
ル
採
取
に
よ
る
自
然
地
理
学
的
な
調
査
が

行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
結
果
か
ら
は
屋
敷
地
の
地

表
下
一
三
八
S
二
二
0
セ
ン
チ
の
間
で
士
師
器
の

破
片
が
混
入
す
る
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
史
料

に
よ
る
と
浜
新
田
に
人
が
住
み
着
き
は
じ
め
た
時

期
は
寛
永
八
(
一
六
三
こ
年
よ
り
は
ふ
る
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
は
じ

め
頃
は
、
淀
川
や
大
和
川
な
ど
、
近
畿
地
方
の
大

河
川
の
上
流
で
山
林
の
荒
廃
が
広
が
り
、
洪
水
の

際
に
土
砂
が
川
に
流
れ
込
み
、
川
床
の
上
昇
を
引

き
起
こ
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
も
残
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
史
料
と
浜
新
田
の
士
層
堆
積
物
の

観
察
と
に
ょ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
頃
浜

新
田
の
地
は
田
辺
丘
陵
の
末
端
に
広
が
る
扇
状
地

か
ら
少
し
離
れ
た
木
津
川
の
中
洲
状
の
微
高
地
で

あ
っ
た
が
、
木
津
川
の
川
床
の
上
昇
に
ょ
る
洪
水

や
滞
水
へ
の
対
策
と
し
て
、
屋
敷
地
の
か
さ
あ
げ

が
く
り
か
え
さ
れ
、
そ
の
時
の
盛
士
に
士
師
器
の

破
片
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
0

盲
下
雅
義
『
古
代
景
観
の
復
原
』
一
九
九
一
年
)

河
道
の
固
定
化
と
上
流
の
山
材
荒
廃
に
ょ
る
木

津
川
の
川
床
の
上
昇
、
木
津
川
に
注
ぐ
河
川
の
天

井
川
化
、
浜
新
田
の
屋
敷
地
の
盛
土
の
形
成
と
い

う
三
っ
の
因
果
関
係
か
ら
み
た
自
然
地
理
学
の
研

究
成
果
か
ら
は
、
天
井
川
の
形
成
時
期
に
つ
い
て

一
七
世
紀
の
初
め
か
ら
前
半
と
い
う
年
代
の
一
端

が
得
ら
れ
る
。

な
げ
か
け
る
問
題

木
津
川
支
流
の
天
井
川
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

」
"

.一

、

一

さ
ら
に
、
考
古
学
や
地
理
学
の
将
来
の
検
討
に
負

う
と
こ
ろ
が
お
お
い
が
、
我
々
が
日
常
の
生
活
の

中
で
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
現
代
的
問
題
も
は
ら
ん

東
字
四
神
匡

、
ト
U

.、一ι

興戸駅から見た防賀川

ー^^
、、

苧里券
、、,.

^

、・ヌ

5m

成島跡

防賀川断面被略図



で
い
る
0
 
近
年
、
山
林
の
保
水
力
の
減
退
を
原
因

と
す
る
河
川
災
害
や
生
態
系
の
変
化
に
と
も
な
う

農
業
水
産
業
へ
の
影
響
な
ど
が
と
り
ざ
た
さ
れ

る
0
 
天
井
川
の
形
成
に
も
上
流
の
山
林
の
荒
廃
や

破
壊
と
い
う
原
因
が
考
え
ら
れ
、
現
代
の
環
境
問

,
一
貿
恢
名
趣

融
候
§

フ
孔
1

題
の
歴
史
的
起
点
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
0
 
こ
れ
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
世

界
最
大
の
天
井
川
で
あ
る
中
国
.
黄
河
流
域
の
砂

漠
化
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
世
界
的
な
問
題
で
あ

る
0
自
然
を
克
服
す
る
こ
と
だ
け
が
文
明
で
あ
り
、

.

新
島
襄
の
色
紙
の
影
本
を
頒
布

同
志
社
の
創
立
者
新
島
襄
の
書
簡
.
色
紙
な
ど

の
遺
墨
に
日
常
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、
せ
め
て

複
製
さ
れ
た
色
紙
で
も
欲
し
い
と
の
ご
要
望
に
応

え
て
、
色
紙
の
影
本
を
、
四
点
作
成
頒
布
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
影
本
は
、
明
治
二
二
年
秋
か
ら
二
三
年
春

.
"
島
衣

に
か
け
て
、
そ
の
心
情
を
吐
露
さ
れ
た
詩
歌
の
遺

墨
の
中
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
、
同
志
社
関
係
者
の

み
で
な
く
、
一
般
社
会
に
も
強
く
訴
え
る
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

色
紙
(
影
杢

一
葉
一
、
 
0
0
0
円

A
)
「
真
理
似
寒
梅
」

敢
浸
風
雪
開
」

新
島
が
同
郷
の
後
輩
深
井
英
五
に
与
え
た
色

紙
。
漢
詩
「
庭
上
一
寒
梅
L
 
と
と
も
に
広
く
愛

唱
さ
れ
て
い
る
。

官
)
「
時
危
思
偉
人
L

明
治
二
二
年
三
月
徳
富
蘇
峰
の
依
頼
に
応

え
て
揮
毫
さ
れ
た
も
の
。

(
C
)
「
不
止
月
下
併
能
越
豈
渉
八
州
是
我
分

壮
図
却
促
男
児
涙
滴
々
践
為
纓
々
文
」

繁
栄
の
根
源
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
考
え
方
で
、

人
類
が
未
来
を
模
索
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
は
考

え
直
す
す
べ
が
あ
る
こ
と
を
教
え
な
が
ら
、
天
井

川
は
我
々
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。

(
本
部
施
設
課
埋
蔵
文
化
財
委
員
会
調
査
主
任
)

明
治
二
二
年
三
月
二
八
日
新
潟
伝
道
に
従

事
し
て
い
た
卒
業
生
広
津
友
信
に
お
く
ら
れ
た

詩
。

(
D
)
「
送
歳
休
悲
病
廉
身
鶏
鳴
早
巳
報
佳
辰

劣
才
縦
乏
済
民
策
尚
抱
壮
図
迎
此
春
」

明
治
二
三
年
一
月
一
日
大
磯
百
足
屋
で
春
を

迎
え
て
詠
ま
れ
た
。

購
入
ご
希
望
の
方
は
左
記
へ
、
直
接
電
話
ま

た
は
文
書
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◎
代
金
お
よ
び
送
料
は
現
品
送
付
の
際
、
振
込

用
紙
を
同
封
し
ま
す
か
ら
、
後
日
ご
送
金
く
だ

さ
い
。

同
志
社
収
益
業
課

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入

電
話
(
0
七
五
1
二
五
一
 
1
三
0
三
七

.
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